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（写真左から）
客員教授：内౻　޾߁ naito.ZasVZVki@jp.panasoniD.Dom
客員教授：ా中　ߒ之 tanaka.hiroZVk@jp.panasoniD.Dom
客員准教授：ۄஔ　༸ਖ਼ tamaki.hiromasa@jp.panasoniD.Dom

研究を始めるのに必要な知識・能力
　基本的な物理・化学の知識およͼԢ੝なح޷心と実行力。

研究室の指導方針
　まず研究の社会的必要性およͼ科学技術研究がਓ類の発展に必要ෆՄܽであることについて教ҭを行い理解してもらう。それを౿
ま͑て、本研究室のメκスίϐック、φϊྖҬに関Θる研究にै事する中で、物ͮくりと新しい発見のتͼを体験し、将来の科学技術
の୲いखとなれる研究者にࢿする素ཆの֬立を目ࢦす。

この研究で身につく能力
　本研究室にԙける研究遂行により、ະ౿材料や新نデόイスの୳ࡧ・設ܭ・合成・評価に関するઐ門能力がഓΘれる。ಛにബບ電子
材料の設ܭ技術、高品࣭ബບܗ成技術およͼその物理的ಛ性の評価技術の習得が成される。また一連の研究活動を通して、طଘの研
究ྖҬにとらΘれない新しい研究ྖҬを੾り開くことがՄ能なਓ材にదう能力がҭまれる。

修了生の活躍の場
　電機、電子෦品、ޫ学機ث、素材、自動車౳の製造業や国公立研究機関の研究の場で活躍中。

研究内容
　౰ࣨڀݚͰ͸ɺϝκείϐοΫྖҬʹ͓͚Δ৽͍͠෺ཧݱ৅ɺಛʹബບͷܗଶʹ
͢Δ͜ͱͰൃ͢ݱΔ৽ح෺ੑͷ։拓ɺ͓ΑͼͦͷσόΠεԽʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍
· ɻ͢۩ମతʹ͸ɺػೳੑࢎԽ෺ʹ୅ද͞ΕΔڧ૬ؔి子ࡐܥྉΛڀݚର৅ͱͯ͠
औΓѻ͍ɺബບͷಛ௃Λ͔ͨ͠׆৽ح෺ੑͷ୳ࡧͱɺͦͷػೳΛ利༻ͨ͠高ੑೳσ
όΠε実܎ʹݱΔڀݚ։ൃΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢ػೳ෺ੑͱͯ͠͸ɺڧ༠ిੑɺੑ࣓ڧɺ
௒఻ಋɺ೤ిม׵ɺޫిม׵ɺΠΦϯ఻ಋɺిؾԽֶݱ৅ͳͲΛର৅ͱ͠ɺਤ̍ʹ
ࣔ Α͢͏ͳݪ子૚ϨϕϧͰ੍ޚΛ行ͬͨϝκείϐοΫࡐྉͷ合੒ͱ৽ػೳ૑出ͷݕ
ূΛ௨͠ ɺͯڀݚΛਪਐ͍ͯ͠· ɻ͢
　ओͳڀݚ෼野ͱ͠ ɺͯిؾԽֶɾΠΦϯτϩχΫεࡐྉڀݚɺ͓Αͼεϐϯɾڧ૬
ؔΤϨΫτϩχΫεࡐྉڀݚͷ̎ͭͷ෼野Λ࣠ػͱ͠ɺΤϐλΩγϟϧݻମిղ࣭ബ
ບʹ͓͚ΔΠΦϯͷૅجతͳৼΔ෣͍ͱిؾԽֶ൓Ԡ΁ͷد༩ղ明ʹͮ͘ج৽ح෺
ͮ͘جʹೳղੳػྉͷࡐܥ૬ؔڧΔ͢ݱɺ͓ΑͼϝκείϐοΫϨϕϧͰൃݱൃੑ
ి子ͱεϐϯͷ૬ޓ作༻ʹண໨ͨ͠৽حσόΠεͷ૑出Λ໨ڀݚͯ͠ࢦΛਐΊ͍ͯ·

ɻ͢

研究設備
　スύッタ成ບ૷ஔ、ϨーβーΞϒϨーション成ບ૷ஔ、ݪ子૚ଯੵ૷ஔ、
真ۭৠண機、電ք์ࣹܕ૸ࠪ電子ݦඍݪ、ڸ子ؒ力ݦඍڸ、೤ॲ理࿍、Τッ
チンά૷ஔ、物理ಛ性ଌఆ૷ஔ、೤電性能ଌఆ૷ஔ、デόイス電ؾಛ性ଌ
ఆ૷ஔなど

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
所属学会：応用物理学会、日本セラミックスڠ会、電ؾ化学会など

৽ح材料・෺ੑにֵͮ͘ج৽తデバイスの実現を共に目͏ͦࢦ

ਤ̍ɽࢠݪ૚Ϩϕϧͷੵ૚੍ޚബບ

（連携）ϝκスίϐοΫ෺࣭Պֶ研究室
（ύφιχοΫ（ג）ςΫϊϩδーຊ部）
https://mswebs.naist.jp/LABs/panasoniD/top/top.html




